　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆連携のねらいと年間計画の作成

　　校長の方針の下，小・中学校の生徒指導部で,地域の実状や児童生徒の実態を考慮し,９年間で育てたい児童生徒の姿を話合う。連携のねらいを明確にしながら年間計画を作成する。ア

月

　　連　携　の　方　法

４

年間計画作成と第1回情報交換会ア
５

行事への参加（運動会）イ
７

合同研修会　ウ
２

第3回情報交換会　エ
◇小・中連携の取組の推進
　　小，中連携の取組を推進する。
　　上記会議や行事の担当を生徒指導部員に分担し,ミニ講座や生徒指導の参考になる資料等を準備させる。生徒指導主任・主事は主にコーディネートを行う。
・行事や日常の取組における児童生徒の交流を推進する。ねらいを明確にし，文化祭や運動会などの行事に参加したり，合同の奉仕活動を行ったりする。イ
　・各校で課題となっている具体的な事例を基に合同研修会を行う。外部の専門家やスクールカウンセラー等を講師に依頼し，助言をしてもらう。ウ
・年度末に小・中の生徒指導部合同で年間の取組を振り返り，新年度の計画に反映させるための情報交換会を行う。エ
※小学校で研修会を企画する場合，中学校の生徒指導主事を講師とすることも考えられる。
	◆校長へ：小・中連携による生徒指導部の取組について，年間計画を相談・報告する。

◆教務主任へ：年間計画について相談するとともに，日程調整を依頼する。

◇校長へ：教職員の共通理解の下に連携が推進できるよう，職員会議等での明示を依頼する。

◇地域連携担当者へ：児童生徒の交流計画における生徒指導の視点を，話合いの機会の設定を依頼する。　イ
◇校長・教頭へ：適宜情報交換や取組への指導・助言を受ける。また,適切な研修の講師について相談する。ウ
◇校長へ：年間の取組について，指導・助言を受けるとともに，協働型学校評価や学校評議員会等において地域への広報を依頼する。　エ




小・中連携の取組により予防的な生徒指導の推進に努め，生徒指導部員を育てる『生徒指導主任・生徒指導主事』





生徒指導主任・生徒指導主事1








左:推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応





活用できるセンター研修・訪問研修等





【基本的な研修３】　　・生徒指導研修　　・いじめ・不登校対策研修









